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特
別
パ
ネ
ル
展
「
つ
な
ぐ

高
校
生
と
松
橋
空
襲
」
が
、

宇
城
市
豊
野
町
の
市
立
郷
土

資
料
館
で
始
ま
っ
た
。
県
内

で
は
、
学
校
外
で
の
「
高
校

生
に
よ
る
企
画
展
」
は
初
め

て
と
の
こ
と
で
も
あ
り
、
早

速
見
学
に
出
か
け
た
。

テ
ー
マ
で
あ
る
「
松
橋
空

襲
」
は
、
敗
戦
間
際
の
昭
和

2
0
年
7
̃
8
月
、
沖
縄
移
駐

の
米
陸
軍
極
東
航
空
軍
に
よ

る
熊
本
の
中
小
の
町
な
ど
を

対
象
と
し
た
空
襲
の
一
つ
で

あ
る
。

熊
本
で
「
空
襲
」
と
い
う

と
、
被
害
の
大
き
さ
か
ら
7

月
l
日
深
夜
の
B
2
 
9
に
よ
る

市
街
地
を
狙
っ
た
l
回
目
の

熊
本
大
空
襲
が
挙
け
ら
れ

る
。
た
だ
、
九
州
地
方
空
襲

の
理
解
に
お
い
て
は
、
こ
の

松
橋
空
襲
の
よ
う
に
、
九
州

上
陸
の
た
め
の
米
軍
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
作
戦
に
向
け
た
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
や
拠
点
地
域
へ

の
空
襲
実
態
の
調
査
は
欠
か

せ
な
い
。

展
示
で
は
地
元
の
松
橋
高

校
生
3
人
が
調
べ
た
空
襲
の

全
容
や
地
元
の
証
言
な
ど
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら

れ
、
パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
て

離
脱
譜
鶴
轍

な
ど
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て

も
、
自
ら
の
足
で
調
べ
た
成

果
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
私

が
高
校
時
代
に
取
り
組
ん
だ

「
玉
高
考
古
学
部
」
文
化
祭

展
示
を
思
い
出
し
、
思
わ
ず

心
が
温
か
く
な
っ
た
。

熊
本
で
の
高
校
生
に
よ
る

地
域
の
平
和
活
動
は
、
平
和

大
使
や
核
廃
絶
署
名
運
動
が

活
発
で
あ
る
。
だ
が
、
自
分

た
ち
が
住
む
地
域
に
着
目
し

て
独
自
に
調
査
し
、
そ
の
成

果
を
地
域
で
発
表
し
て
啓
発

す
る
機
会
や
活
動
は
ま
れ
で

あ
る
。

今
回
こ
の
よ
う
に
地
元
高

校
生
の
平
和
希
求
活
動
を
後

押
し
さ
れ
た
宇
城
市
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
来
た
る
べ
き

「
戦
後
0
0
年
」
の
節
目
に
向

け
、
私
た
ち
も
地
域
と
連
携

し
て
「
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
」

高
校
生
へ
の
調
査
支
援
を
引

き
続
き
進
め
た
い
。
頑
張
れ
、

松
高
生
!


